
20：心房細動を診断された脳梗塞患者への抗凝固薬処方割合
分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20120401 20130331 29 15 51.72%

210111438 20130401 20140331 46 13 28.26%

210111438 20140401 20150331 35 30 85.71%

210111438 20150401 20160331 39 32 82.05%

210111438 20160401 20170331 29 22 75.86%

210111438 20170401 20180331 38 30 78.95%

210111438 20180401 20190331 21 16 76.19%

210111438 20190401 20200331 19 15 78.95%

210111438 20200401 20210331 38 27 71.05%

210111438 20210401 20220331 34 33 97.06%

210111438 20220401 20230331 36 34 94.44%

210111438 20230401 20240331 #DIV/0!

2022年度
2023年度

脳梗塞かTIAと診断され、かつ心房細動と診断された18歳以上の退院患者数

分母のうち、抗凝固薬を処方された患者数

以下の場合を除外
・入院期間が121日以上の場合
・転帰が死亡または転院の場合

心房細動は、脳梗塞発症のリスクを2～7倍高くする確立した危険因子です。「脳卒中ガイ
ドライン」では、弁膜症を伴わない心房細動のある脳梗塞またはTIA患者の再発予防で
は、通常抗血小板薬ではなく抗凝固薬が第一選択薬であるとされています。本指標は心
房細動と診断された脳卒中患者に対して、抗凝固薬の退院時処方率を示しています。
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